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１．以前の取組について（実践校としての活動を始めるにあたって） 

 はじめに，本校がＮＩＥの実践指定校となった経緯として，読書指導で新聞の活用を試みた期間につい

て触れたい。本校では，平成２７年度の南九州市の図書館運営研究大会において，南日本新聞社の「よむ

のび教室」や新聞記事を利用した設営，読書への興味・関心と図書室利用を喚起するイベントなどについ

て発表した。その取り組みから，本校の生徒たちにとって新聞は「近寄りがたいもの」「自分たちに全く関

係ないもの」という存在から「案外読みやすいもの」「身近な話題があるもの」という存在へと変化した。 

                  
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 

読書指導の中心である国語科では，教科指導でも新聞の活用方法について模索した。教育総合センター

の講座で「南風録スクラップ帳」の紹介を受け，生徒が文章の構成について知り，語彙を増やすことを目

的として全学年で取り組ませることにした。 
また，今年度からＮＩＥの実践指定校の活動を始めるにあたり，まずは国語科の指導で生徒たちが新聞

によく触れ利用し，思いをもつことをねらいとした。 
 
２．国語科の取り組みの実際 
（１） 新聞感想文コンクールへの参加 

例年，夏休みの課題で作文を一つ提出することになっている。 
昨年度からは新聞への興味・関心や利用頻度が高まっているであ 
ろう３年生に，読書感想文との選択制で参加させた。新聞を購読 
している家庭は全体の３～４割程度であるため図書室の新聞を切 
り抜いて良いこととした。生徒が図書室を利用するので，夏休み 
期間中の読書指導にもつながった。 

以前から一部の生徒に 

人気のスポーツ大会結果 

新聞記事と関連する本も展示して紹

介（ 『１８歳の選挙権』など ） 

盛り上がった 

よむのび教室

で新聞にも親

近感を持てた

職員研修でＮＩＥについて講話（読書指導を

全体的に進めていく目的でのもの） 



 

 
（２） ひろば欄「若い目」への投稿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）「よむのび教室」の実施 
前年度から引き続き，どの学年の生徒も三年間で１回は経験できるように，とタイミングを図って実施

している。新聞の読み方を知るだけでなく「５Ｗ１Ｈ」をよく理解し，自分の文章表現に役立てようとす

る態度につながっている。毎回「まわしよみ新聞」のワークショップが盛り上がる。 
その体験を生かして，授業で時事問題を扱ったノンフィクション（『エルサルバドルの少女へスース』光

村）を学習した後には，関連の記事を探して模造紙にまとめるという活動も行った。 

３年生女子生徒の，ある投稿が読者の反響を呼び，紙面を賑

わわせた。学校あてに匿名で生徒の気持ちに寄り添う内容

の手紙も届いた。本人や周囲の成長につながる出来事だっ

た。（親子間にも一石を投じた様子だった。） 
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（３）週末課題としての「南風録スクラップ帳」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出来上がった「まわしよみ新聞」はグ

ループごとの味があっておもしろ

い。新聞の閲覧場所である図書室前

の廊下に掲示してある。 

学校司書による掲示。毎日届く６紙の展示・

更新を担当してくれている。 

３年生が「シリア」「難民」「紛争」などをキーワードとし

て，記事探し。６紙の新聞をめくりながら，記事の取り扱

い方の差，記者の受け取り方や書き表し方，文体の違

いなどに気付く生徒もいた。 

音読の後で，文章中の語句につい

て意味調べを行う。加えて１学期は

書き写すのみ。２学期は読後の感想

も書くようにした。 

国語科教諭が毎週一つスクラップの

南風録を印刷・配布する。 



 
 

３．今後について（成果と課題） 
 国語科でのＮＩＥを進めていく中で，生徒にとって新聞は「学校

でいつでも読めるもの」になってきている。もっと自ら主体的に新

聞を手にする機会が増えれば，と３年生の学活で新聞記事を話題に

したスピーチに挑戦させた。「社会を知る」きっかけになるだけで

なく，身に付けた語彙で「話す」練習の場になる活動であると言え

る。生徒の活動の様子が活発で意欲的だったので，全校的な取り組

みに発展させていきたいと考えている。（総合的な学習の時間に日

常的に，また行事としての校内弁論大会など。） 
１２月の人権週間に合わせて設定されている「心の日」における

道徳一斉授業では，各学年で新聞記事を利用した。例年，いじめに

ついて考える週間に合わせて６月にも「心の日」があるので，今後

も継続して新聞を利用する機会にしたい。今年度は，他教科への呼

び               びかけや研修はあまりできてい 
               いないので，次年度に向けては

国語科の実践や全国的な取組を

参考にして各教科等でのＮＩＥ

実践計画を話し合いながら現在 
教育課程編成を行っている。指

定校としての２年目は教師一人

一人の指導力を向上させ，また

生徒の確かな学力を定着させる

ための良い研修になるだろう。 

各学期末に取り組みを自己評

価させる。１学期は語句の意味調

べが自主的に徹底できない実態

があったので，教師が複数提示す

るようになった。２学期は音読が

なされていなかったので授業で

積極的に音読を取り入れた。 

 自分で興味のある記事をみつ

けたり，関連の記事について調べ

たりするようになっていくことが

今後の課題。 

３学期は日直が

スピーチ担当。 
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各紙トップ記事を掲示した先に

新聞の閲覧スペースがある。 

９月からの６紙購読開始についてお知らせしたと

ころ，夏休みには教頭先生と技術科の先生の協

力で機能的な閲覧スペースが完成した。 


